
在宅医療需要等の算定の考え方

病床機能報告の活用

家庭

社会福祉施設・有料老人ホーム等

介護老人保健施設

介護老人福祉施設

１．療養病床として届出を行っている全ての医療機関から算出した場合

(1) ７②退棟患者数のみで算出

　　　訪問診療必要数　３７０人、介護施設入所者数　７９人

３７０：７９ ≒ ８：２

(2) ７②退棟患者数の「家庭へ退院」「社会福祉施設・有料老人ホーム等に入所」から８在宅医療を必要と

　　しない患者数等を減算

　　　訪問診療必要数　１６２人、介護施設入所者数　７９人

１６２：７９ ≒ ７：３

２．平成28年7月1日時点の医療機能を慢性期病床と報告している全ての医療機関から算出した場合

(1) ７②退棟患者数のみで算出

　　　訪問診療必要数　５０５人、介護施設入所者数　８２人

５０５：８２ ≒ ８．５：１．５

(2) ７②退棟患者数の「家庭へ退院」「社会福祉施設・有料老人ホーム等に入所」から８在宅医療を必要と

　　しない患者数等を減算

　　　訪問診療必要数　２１２人、介護施設入所者数　８２人

２１２：８２ ≒ ７：３

　訪問診療必要数 

　介護施設入所者数

退院先の場所

平成28年度病床機能報告における「入棟前の場所・退棟先の場所別の入院患者の状況【平成28年6月の
1か月間】」「退院後に在宅医療を必要とする患者の状況」結果より、退院後に訪問診療を必要とする数と
介護施設に入所する数を推計

平成28年病床機能報告様式

７．入棟前の場所・退棟先の場所別の入院患者の状況【平成28年６月の１か月間】

　※「新規入棟患者数」及び「退棟患者数」の考え方は、上記「６．入院患者数の状況」と同様になります。

②退棟患者数【平成28年６月の１か月間】　≪自動計算により算出≫ (56) 人

上記②のうち、院内の他病棟へ転棟 (57) 人

上記②のうち、家庭へ退院 (58) 人

上記②のうち、他の病院、診療所へ転院 (59) 人

上記②のうち、介護老人保健施設に入所 (60) 人

上記②のうち、介護老人福祉施設に入所 (61) 人

上記②のうち、社会福祉施設・有料老人ホーム等に入所 (62) 人

上記②のうち、終了（死亡退院等） (63) 人

上記②のうち、その他 (64) 人

８．退院後に在宅医療を必要とする患者の状況【平成28年６月の１か月間】

①当該病棟から退院した患者数【平成28年６月の１か月間】　≪自動計算により算出≫

　※上記７．－②「退棟患者数」のうち、(58)「家庭へ退院」～(64)「その他」の患者数の合計と一致すること

上記①のうち、退院後１か月以内に在宅医療を必要としない患者（死亡退院を含む） (66) 人

上記①のうち、退院後１か月以内に自院が在宅医療を提供する予定の患者 (67) 人

上記①のうち、退院後１か月以内に他施設が在宅医療を提供する予定の患者 (68) 人

上記①のうち、退院後１か月以内の在宅医療の実施予定が不明の患者 (69) 人
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(65) 人
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